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●
今
月
の
話
題

　
８
月
20
日
、
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
で
第
７
回
相
米
慎
二
監
督
映
画

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
相

米
地
区
に
あ
る
先
祖
の
墓
で
眠
る
、
映

画
監
督
相
米
慎
二
さ
ん
の
魅
力
を
た
く

さ
ん
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

町
の
主
催
で
平
成
26
年
度
か
ら
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
令
和
元
年
度
の
開
催
を

最
後
に
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

感
染
予
防
対
策
を
講
じ
、
今
年
７
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

映
画
上
映
前
に
は
ゲ
ス
ト
で
俳
優
の

寺
田
農
さ
ん
か
ら
「
私
が
ど
こ
か
に
出

演
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
し
て

い
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
チ
ェ
ッ

ク
し
て
見
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
の
第
１
部
で
は

１
９
８
７
年
に
公
開
さ
れ
た
相
米
監
督

作
品
「
光
る
女
」
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
寺
田

農
さ
ん
、
俳
優
の
柄
本
明
さ
ん
、「
光

る
女
」
の
脚
本
を
務
め
た
田
中
陽
造
さ

ん
、
カ
メ
ラ
マ
ン
を
務
め
た
長
沼
六
男

さ
ん
、
美
術
を
務
め
た
小
川
富
美
夫
さ

ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
共
に
映
画
監
督

で
あ
る
榎
戸
耕
史
さ
ん
、
冨
樫
森
さ
ん

が
聞
き
手
・
進
行
役
と
な
り
、
撮
影
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ほ
か
、
相
米
監
督
の

人
柄
や
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
終
了
後
に
は
抽
選
会

が
行
わ
れ
、
当
選
者
に
は
ゲ
ス
ト
の
寺

田
さ
ん
と
柄
本
さ
ん
か
ら
田
子
町
の
特

産
品
詰
め
合
わ
せ
や
、
第
7
回
映
画
祭

り
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
等
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
ロ
ビ
ー
に
は
、
ゆ
か
り
の
あ
る

ス
タ
ッ
フ
や
俳
優
の
方
々
か
ら
寄
稿
し

て
い
た
だ
い
た
映
画
祭
り
開
催
に
あ
た

っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
相
米
監
督
全
13

作
品
の
映
画
ポ
ス
タ
ー
、
当
時
の
映
画

雑
誌
や
台
本
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
来
場

者
は
貴
重
な
数
々
の
展
示
品
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
映
画
祭
り
に
は
町
内
外
か
ら

約
１
６
０
人
が
来
場
さ
れ
、
久
し
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

相米慎二監督映画祭り

●
「光る女」

出演

武藤敬司
秋吉満ちる
安田成美

出門英　ほか

1987年公開

トークショーの様子

第７回第７回
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●
今
月
の
話
題

当時の台本や映画雑誌

資料に見入るゲストのみなさん

俳優の寺田さん大きな拍手でゲストを見送る観客

撮影監督の長沼さん

映画監督の榎戸さん

俳優の柄本さん

映画美術デザイナーの小川さん

映画監督の冨樫さん

脚本家の田中さん

抽選会の様子

ゲストの寺田さん（左）と柄本さん
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（
写
真
１
）
講
師
の
石
井
さ
ん

（
写
真
２
）
公
営
塾
の
様
子

作
物
栽
培
研
修
会（
※
写
真
１
）

　
７
月
26
日
、
中
央
公
民
館
研

修
室
で
、
町
と
田
子
町
農
産
物

美
人
華
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

が
主
催
す
る
作
物
栽
培
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

田
子
町
の
６
次
産
業
化
を
推
進

し
て
い
く
た
め
、
町
内
の
農
産

物
の
栽
培
推
進
や
品
質
の
向
上

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
「
人
参
の
栽

培
方
法
に
つ
い
て
」
で
は
、
三

八
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産

部
農
業
普
及
振
興
室
三
戸
分
室

の
石
井
翔
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
参
加
者
へ
人
参
の
生
態
や

品
種
、
管
理
方
法
な
ど
、
栽
培

時
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
栽

培
し
て
い
る
参
加
者
か
ら
は

「
土
寄
せ
を
し
な
く
て
も
い
い

品
種
は
あ
る
か
」「
収
穫
後
に

腐
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

防
止
策
は
あ
る
か
」
な
ど
と
い

っ
た
質
問
が
挙
が
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
さ
つ
ま
い
も
の
病
害

防
除
や
イ
チ
ゴ
の
高
設
栽
培
に

つ
い
て
も
情
報
提
供
が
行
わ

れ
、
参
加
者
た
ち
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

田
子
町
公
営
塾

「
夏
期
講
習
」（
※
写
真
２
）

　

８
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
の

５
日
間
、
中
央
公
民
館
と
み
ろ

く
館
で
、
田
子
町
公
営
塾
「
夏

期
講
習
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
教
育
委
員
会
の
主

催
に
よ
る
も
の
で
、
児
童
生
徒

の
基
礎
学
力
向
上
と
子
育
て
世

帯
の
支
援
を
目
的
に
、
外
部
講

師
を
招
い
て
実
施
す
る
特
別
講

義
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　

今
回
の
公
営
塾
で
は
、
町
内

の
中
学
３
年
生
を
対
象
に
「
夏

期
高
校
受
験
対
策
講
座
」
と
し

て
、
基
礎
コ
ー
ス
と
発
展
コ
ー

ス
に
分
か
れ
13
名
の
生
徒
が
受

講
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
開
塾
式
が
行
わ

れ
、
尾
形
真
一
朗
教
育
長
よ
り

「
高
校
進
学
に
つ
い
て
学
習
に

励
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
高

校
受
験
に
役
立
て
て
ほ
し
く
て

公
営
塾
を
開
塾
し
ま
し
た
。
５

日
間
と
短
い
期
間
で
す
が
、
自

分
の
目
標
を
持
っ
て
学
習
に
励

ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒

は
、
高
校
受
験
に
向
け
数
学
と

英
語
の
講
義
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
家
族
の
き
ず

な
便
第
二
弾
（
※
写
真
３
・
４
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
帰
省
を
自

粛
さ
れ
た
町
外
在
住
の
ご
家
族

へ
、
物
資
を
送
る
際
の
送
料
を

町
が
支
援
す
る
「
家
族
の
き
ず

な
便
」
の
第
二
弾
を
実
施
し
ま

し
た
。
利
用
は
前
回
同
様
に
各

家
庭
３
個
ま
で
で
、
８
月
４
日

か
ら
７
日
ま
で
の
４
日
間
、
荷

物
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

　

制
度
を
利
用
さ
れ
た
方
は
、

に
ん
に
く
や
せ
ん
べ
い
な
ど
の

特
産
品
の
ほ
か
、
Ｔａ
ｋ
ｋｏ  

Ｆａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｒ
，ｓ  

Ｍａ
ｒ
ｋｅ
ｔ

で
、
期
間
限
定
受
付
し
て
い
た

田
子
町
産
直
や
さ
い
セ
ッ
ト
等

も
送
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

送
り
状
の
横
に
は
、「
家
族
の

き
ず
な
便
」
と
書
か
れ
た
た
っ

こ
王
子
の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
、

受
け
取
っ
た
方
が
一
目
で
町
の

制
度
を
利
用
し
た
物
資
だ
と
わ

か
る
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
間
中
の
４
日
間
で
常
温
便
、

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
３
）
受
付
の
様
子

（
写
真
４
）
き
ず
な
便
に
貼
ら
れ

　

た
た
っ
こ
王
子
の
シ
ー
ル
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（
写
真
６
）
辞
令
交
付
式
の
様
子

（
写
真
５
）
商
品
券
配
布
の
様
子

冷
蔵
便
合
わ
せ
て
約
千
件
も
の

利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
さ
さ
え
あ
い
商
品
券

配
布
（
※
写
真
５
）

　

８
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
の

間
、
役
場
住
民
課
と
上
郷
公
民

館
で
「
田
子
町
地
域
さ
さ
え
あ

い
商
品
券
」
の
配
布
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
日
々

の
生
活
や
経
済
活
動
が
不
安
定

な
状
況
下
に
お
い
て
、
町
民
へ

の
生
活
支
援
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

商
品
券
配
布
事
業
の
第
４
弾

と
な
る
今
回
は
、
基
準
日
を
７

月
１
日
と
し
て
町
内
に
住
所
を

有
す
る
全
町
民
を
対
象
に
、
共

通
券
７
０
０
０
円
（
取
扱
店
全

店
で
利
用
可
）
と
専
用
券
３
０

０
０
円
分（
大
規
模
店
マ
エ
ダ

ス
ト
ア
、
ホ
ー
マ
ッ
ク
ニ
コ
ッ

ト
で
は
利
用
不
可
）の
合
計
１

万
円
の
商
品
券
を
配
布
し
ま
し

た
。
今
回
配
布
し
た
商
品
券
の

有
効
期
限
は
令
和
５
年
１
月
31

日
ま
で
で
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助

手
）が
２
名
体
制
に

（
※
写
真
６
）

　

８
月
９
日
、
役
場
公
室
で
外

国
語
指
導
助
手
の
辞
令
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、

引
き
続
き
任
用
さ
れ
た
ヘ
ル
ナ

ン
デ
ス　

ジ
ョ
セ
フ　

ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ー
さ
ん
と
、
８
月
１
日

付
で
新
し
く
着
任
し
た
リ
ト
ル

ド
リ
ュ
ー　

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
さ

ん
の
２
名
に
、
尾
形
教
育
長
か

ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
後
の
懇
談
で
は
、

新
任
の
リ
ト
ル
さ
ん
は
、
日
本

語
を
勉
強
中
の
た
め
、
先
輩
の

ジ
ョ
セ
フ
さ
ん
に
通
訳
を
し
て

も
ら
い
、「
田
子
町
に
早
く
慣

れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
私
の
こ

と
は
リ
ト
ル
と
呼
ん
で
ほ
し

い
」
等
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
セ
フ
さ
ん
と
リ
ト
ル
さ

ん
は
、
町
内
の
小
中
学
校
で
、

英
語
発
音
や
国
際
理
解
教
育
の

向
上
の
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち

に
英
語
指
導
を
行
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
感
謝
状
伝

達
式
（
※
写
真
７
）

　

８
月
９
日
、
役
場
公
室
で
人

権
擁
護
委
員
感
謝
状
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
清
水
広
陳
さ
ん（
サ

ン
モ
ー
ル
）に
青
森
地
方
法
務

局
八
戸
支
局
の
泉
利
夫
支
局
長

か
ら
感
謝
状
が
、
八
戸
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
の
山
田
実
会
長

か
ら
記
念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

清
水
さ
ん
は
、
平
成
25
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
４
年
６
月
30

日
ま
で
の
９
年
３
カ
月
の
間
、

人
権
擁
護
委
員
を
務
め
、
八
戸

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
三
戸
地

区
部
会
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、

精
力
的
に
活
動
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　

伝
達
式
に
立
ち
会
っ
た
山
本

晴
美
町
長
は
、「
こ
れ
か
ら
は
、

他
の
人
権
擁
護
委
員
の
方
た
ち

に
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
し
て
い

た
だ
き
、
後
身
の
育
成
に
協
力

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
」
と
労
い
の
言
葉
を
か
け

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
７
）
伝
達
式
の
様
子
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　地域おこし協力隊の五十嵐
です。協力隊としての活動の
傍ら、家庭菜園規模ですが畑
をお借りして枝豆、大根、人
参を育てています。育ててい
るといっても雑草を時折刈る
ぐらいで基本的には自然に任
せていますが、周りに畑などなかった東京在住時と比べ、
自分が口にするものを自分自身で育てられる環境に住ん
でいることに、ありがたみを感じています。
　日本の多くの人がお金を払って食料を確保するなかで、
自分自身で食料を作るノウハウを持っている農家さんの
強みは、今後さらに貴重な存在になっていくのではない
かと思います。なかなかおいしいものはできないですが、
今後も田子町らしい生活を楽しみたいと思います。

　こんにちは！　地域おこし協力隊の木村知子です。
　今年の夏は初めてのことばかりで、とても楽しく過ご
しました。…とおそらく昨年も同じことを思ったのです
が、今年は盆踊り、盆 Fes という去年は味わえなかった
夏らしい田子のお祭りを楽しむことができました。また
皆さんが「お盆」をとても大切にされていて、おうちの
前で迎え火や送り火を焚いている光景がとても風情があ
り、あまりお盆というものに親しみがない私たちもさす
がに「ご先祖の墓参りにいかなきゃなぁ」と思いを改め
ました。
　パンの出店の方もお陰様で皆さんに喜んでいただき、
うれしく思います。いつもありがとうございます！　こ
れから「にんにくとべごまつり」での出店やクリスマス
時期も追い込みがかかるので、あっという間にお正月が
来てしまいます…。時間を大切に過ごしたいと思います。

　こんにちは！　地域おこ
し協力隊の木村治樹です！
　神奈川から移住して来て
２年目になり、昨年は開催
されなかった盆踊り大会に
参加しました。あいにくの
天気のため、トレーニング
センター内での開催とはなってしまいましたが、当日は
浴衣を着た町内外の方で大盛況。私は、ナニャドヤラ保
存会で教わった太鼓で参加させていただきました。
　１時間通しで踊り続けると聞いていたので、やりきれ
るのか不安が大きかったですが、ふたを開けてみればた
だただ楽しく、正直あと30分は叩けると思いました。集
まった皆さんの見事な踊りを見ながら叩けるのは、本当
に幸せな時間でした。今後もより練習を重ね、皆さんの
踊りに華を添えたいと思います。

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

◆田子の夏　　　　　　　　　　　　　

◆初めての夏　　　　　　　　　　　

◆食べ物を自分自身で作ること　　　　

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

交通死亡事故ゼロ
３
み ろ く

６９０日を目指しています！
10月は、日暮れが早く薄暮から夜間の
事故が多いとされています。夕刻の早
めのライト点灯を促すとともに、歩行
者は反射材などを活用しましょう。

（
写
真
８
）
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
の
様
子

て
い
ま
し
た
。
感
謝
状
を
受
け

取
っ
た
清
水
さ
ん
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
で
こ
こ
３
年
間
は
思
う
よ

う
な
活
動
は
で
き
て
こ
な
か
っ

た
。
で
き
る
こ
と
は
協
力
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

鳥
獣
被
害
対
策
研
修
会

（
※
写
真
８
）

　

８
月
10
日
、
田
子
町
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
、
農
業
者
向
け

鳥
獣
被
害
対
策
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
近
年
田
子
町
で
も

発
生
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
水
稲
や
イ
モ
類
等
へ
の
食
害

を
防
止
す
る
た
め
、
イ
ノ
シ
シ

対
策
の
先
進
地
で
あ
る
岩
手
県

雫
石
町
役
場
農
林
課
の
谷
崎
修

さ
ん
（
農
林
水
産
省
農
作
物
野

生
鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）
を
講
師
に
、
イ
ノ
シ
シ
に

関
す
る
知
識
や
捕
獲
技
術
の
習

得
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

研
修
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

わ
れ
、
写
真
や
動
画
を
活
用
し

た
わ
か
り
や
す
い
講
義
に
、
参

加
者
か
ら
は
「
田
子
町
は
雫
石

町
よ
り
ま
だ
頭
数
は
少
な
い

が
、
数
が
少
な
い
う
ち
か
ら
行

え
る
対
策
は
あ
り
ま
す
か
」
と

の
質
問
が
あ
り
、
谷
崎
さ
ん
は

「
イ
ノ
シ
シ
は
非
常
に
警
戒
心

が
強
い
動
物
。
山
と
田
畑
の
間

１
ｍ
く
ら
い
草
刈
を
し
て
、
緩

衝
地
帯
を
作
る
こ
と
で
農
作
物

被
害
対
策
に
効
果
が
あ
り
ま

す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
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■  町では冬期間の居住サービス入居者を
　募集します
　この居住サービスは、独立して生活をすることに不
安のある高齢者を対象に、一時的に居室を提供し、安
心して生活できるように支援するものです。
▼対象者
①町内に住所がある、概ね６５歳以上の単

身世帯、高齢夫婦世帯など
②自立生活が可能で、地域性や住環境、

身体状況等により独立した生活に不安のある方
※次の方は入居できません
　イ　自立しているが、介助なしでは外出できない方
　ロ　階段の昇り降りのできない方
▼居室数　せせらぎの郷　個室９室
　　　　　けやき（※）　個室３室
　　　　　※グループホームけやき荘の後ろ
▼入居期間（予定）　１２月１日から３カ月（延長も可）
▼受付期限　１０月１７日（月）まで
▼その他　入居決定については、調査・審査の後個別

に通知します。

問役場地域包括支援課（せせらぎの郷）（中村・稲村）
☎２０－７１００

■  令和５年用農業用免税軽油の申請受付に
　ついて
　農業、畜産業等を営む方が作業用トラクター等に軽
油を使用する場合には、軽油引取税の免税対象となり
ます。町では、令和５年用農業用免
税軽油の申請受付を次のとおり行い
ます。
▼申請受付期間　１１月１６日（水）
　午前９時～正午、午後１時～４時
▼申請受付場所　役場第１会議室（３階）
▼その他　対象者の方々には詳細の手紙を郵送いたし

ますので、そちらをご覧ください。期間内に申請が
できない場合には、直接三八地域県民局県税部（八
戸合同庁舎１階）で手続きを行ってください。

問役場産業振興課１次産業戦略推進グループ（戸川）
 ☎２０－７１１５

■  困ったら一人で悩まず行政相談
　１０月１７日（月）から２３日（日）は『行政相談週間』です。
　町民の皆様が毎日の暮らしの中で、役所の仕事に関
する苦情や意見・要望などがあった時に、身近な相談
相手となるのは、行政相談委員（総務大臣が委嘱）で
す。道路・河川、年金、医療保険、老人福祉、登記、
労働基準、雇用保険、自動車検査・登録、窓口サービ
スなど、役所の仕事について、
○苦情を直接申し出にくい
○要望があるが、どこに話をしたらよいかわからない
○制度や仕組みがわからない
○困りごとがあるが、どこに相談してよいかわからない
など、お気軽にご相談ください。相談は無料で秘密は
保持します。
　田子町の行政相談委員は、宮村ちえ氏です。

問役場住民課住民環境グループ☎２０－７１１３
問総務省行政相談センターきくみみ青森
　☎０５７０－０９０１１０
　〒030-0801青森市新町2-4-25　青森合同庁舎４階

■  青コンテナ・紙類の出し方
　家庭ごみと資源物の出し方ルールが、守られていな
い様子が見受けられます。ごみの減量化・リサイクル
推進のため、適切な出し方について、ご協力をお願い
します。
１．燃やさないごみ
・町指定の青色のコンテナに入れて出してください。
・レジ袋、段ボール箱、肥料袋、発泡スチロールの箱
等に入れて出さないでください。

※守られない場合、収集せずに警告シール等での注意
も検討しています。

◎町指定の青色コンテナを紛失され
た方は、役場住民課にて1, 200 円
で販売しておりますので、ご購入
ください。

２．段ボール、新聞紙、雑誌、雑紙等
・雨天時や降雪時には、出したものが濡れないよう中
が見えるような袋に入れて出してください。

※濡れてしまうとリサイクルされず、燃えるごみとし
て焼却処分されます。

問役場住民課住民環境グル－プ ☎２０－７１１３

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちしてい
ます。紙面に掲載可能な行事などありましたら、下記ま
でご連絡ください。　　役場政策推進課 ☎２０－７１２７
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■  人権相談をご利用ください
　これまで法務大臣の委嘱により人権擁
護委員を務めていた清水広陳氏に代わり、
令和４年７月１日から佐藤誠一氏（写真）
が新たに委嘱されました。
　相続や登記のトラブル、いじめ金銭賃借のトラブルな
ど、身近な相談相手になるのが同相談委員です。令和４
年度の相談日は１０月・１２月・２月の第２火曜日です。
▼日時　１０月１１日、２月１４日　午前１０時～正午
　　　　１２月６日　午前１０時～正午、午後１時～３時
▼場所　役場第一会議室
　相談は無料で秘密は厳守しますのでお気軽にご利用
ください。
問役場住民課住民環境グル－プ ☎２０－７１１３

■  田子町農地パトロール実施のお知らせ
　田子町農業委員会では、遊休農地の把握と発生防止、
農地の無断転用防止を図り、農地の確保と有効利用を
目的に、農業委員及び農地利用最適化推進委員による
農地パトロール（利用状況調査）を実施します。
　調査のために農地に立ち入ることがありますので、
あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。
　なお、調査員は、腕章や名札等を身に着けて調査を
行います。
　また、草刈り等を行い農地の保全に努め、遊休農地
の解消にご協力くださいますようお願い申し上げます。
▼実施時期　１０月～１１月
▼実施場所　町内全域

問田子町農業委員会 ☎２０－７１２０

■  令和５年度農作物生産力強化対策事業要望
　調査を実施します
　町は、野菜等の生産力の向上と販
売力の強化を図るため、農業者が行
う農業用機械の購入やパイプハウス
設置に係る経費の一部支援を行うた
め、農作物生産力強化対策事業を実施する予定です。
　つきましては、令和５年度中に農業用機械の購入や
パイプハウス設置を予定している方は、下記のとおり
必要書類をそろえて、産業振興課へお越しくださいま
すようお願いいたします。
　詳細については、産業振興課へご相談ください。

▼対象者　町内にお住まいの販売農家、または認定農
業者、新規就農者
▼内容　野菜、葉たばこ、果樹、加工・業務用野菜等

の栽培管理に必要となる機械やパイプハウスの購入
に係る経費補助
▼補助率　１／４以内（上限あり）（予定）
▼必要書類
　①導入予定の機械・施設の見積書（１者以上）
　②上記のカタログ（機械のみ）
　③要望書（産業振興課に置いてあります）
▼提出期限　１０月２１日（金）厳守
▼その他
・事業内容は、令和５年４月中に決定する予定です。
・現時点で詳細は未定のため、ご不明な点は、下記担

当課までご相談ください。

▼問合せ先・提出先　役場産業振興課（袖村）
☎２０－７１１６
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かんたん野菜レシピ
かぼちゃのキッシュ風

（材料）
かぼちゃ 150g
小松菜 1株、玉ねぎ 1/4個
ベーコン 1枚、オリーブオイル 適量
卵 2個、牛乳 大さじ3、粉チーズ 大さじ1
顆粒コンソメ 小さじ1/4、塩・こしょう 少々

（作り方）
① かぼちゃはラップに包む。電

子レンジ（600W）で２分ほど
加熱し、５㎜厚さのひと口大
に切る。

② 小松菜は２㎝長さに切る。玉ねぎは薄切り、ベー
コンは細切りにする。フライパンにオリーブオイ
ルを熱し、さっと炒める。

③ ②のフライパンにかぼちゃを重ならないように
並べ、よく混ぜたａを流し入れる。フタをして、
弱火で焼いたらできあがり。

★10月31日は秋の収穫をお祝いする日 ｢ ハロウィ
ン ｣ です。シンボルのかぼちゃに含まれるビタ
ミンＥは ｢ 若返りのビタミン ｣ と呼ばれ、動脈
硬化や認知症予防などに効果があるといわれて
います。

（地域包括支援課栄養士　岡﨑）

a

■  スギの枯損被害について
　町内において、スギの葉、枝、幹が枯れる被害が確
認されています。
　青森県産業技術センター林業研究所へ
現地確認と、被害を受けたスギの分析を
依頼し、気象害の「寒風害」と「凍害」
が主な要因であると回答を受けました。
被害にあった樹木は、枯損したところから菌や虫が侵
入し、材の変色、腐朽、トビグサレ等が発生する可能
性が高くなり、木材の価値が低下することも考えられ
ますので、早めの伐採及び利用をおすすめします。
▼原因について
　通常、樹木は秋から冬に掛けて低温状態を受けるこ
とで細胞内の糖度を増やし、「耐凍性」を獲得していき
ます。春に気温が上昇し、耐凍性が低下して既に活動
を開始していた梢端や枝葉等の部位が、氷点下の低温
による凍結で組織破壊を起こしますが、これを凍害と
呼んでいます。
　今年の青森県内は、３月に入り暖かくなってきたと
ころへ中旬頃に降雪と寒波が到来しています。これに
より樹体内で活動し始めていたスギの枝葉部位が低温
にさらされたことで、このような被害が発生したもの
と考えています。
　被害は、その場所特有の地形的な条件 ( 河川や沢筋、
窪地、斜面方向など ) と、被害発生日時の気象条件（気
温や風向など）、樹木の個体差が関連するものと考えら
れております。
▼伐採について
　伐採の判断及び、伐採までの期間については、樹木
の個体差にもよりますが幹の先端、樹木全体が枯れて
いる場合は、あまり時間をおかずに早めに伐採するこ
とをおすすめします。
　気象害の伐採に対する補助等はありません。
▼所有森林の状況について
　所有している森林について、場所、樹種、林齢等に
ついては役場産業振興課までお問い合わせください。
個別の被害状況の問合せについては回答できませんの
でご了承ください。
▼伐採後の再造林ついて
　田子町森林整備推進事業費補助金を活用し、造林等
の作業費に上乗せ補助することにより、負担が軽減さ
れますので、三八地方森林組合または、八戸市森林組
合へご相談ください。

問役場産業振興課（森崎）
　☎３２－３１１１ 　または ☎２０－７１１５
問三八地方森林組合馬淵川流域支所（三戸）

☎２２－２６１５
問八戸市森林組合☎０１７８－２１－８１５７

■  あおもり性暴力被害者支援センター
　レイプや強制わいせつなど、性犯罪・性暴力の被害
にあわれた方やそのご家族などからの相談を受け、要
望に応じた必要な支援をコーディネートします。

◎「りんごの花ホットライン」☎０１７－７７７－８
や さ し く

３４９
　または　☎＃８８９１
※専門の研修を受けた相談員が対応します。秘密は

厳守します。
▼相談受付時間　月～金　午前９時～午後５時
　上記時間以外、土・日・祝日・年末年始は、国のコ
ールセンターにつながります。

問青森県青少年・男女共同参画課
　☎０１７－７３４－９２２８

◆県が本センターの運営を委託している公益社団法人
あおもり被害者支援センターでは、ボランティアの
支援活動員を募集しております。活動に関心のある
方は、下記へ直接お問合せください。

問（公社）あおもり被害者支援センター
　☎０１７－７１８－２０８５
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：山本）

または上郷公民館（☎３３－１８１１）までお願いします。

新型コロナウイルス感染防止対策により、各施設利用者にはその都度確認を求める事項がありますので、
ご理解・ご協力のほどよろしくお願いします。

第30回青森県民駅伝競走大会　町の部20位
　「健脚でつなげ郷土の和と心」
を大会スローガンに第30回青
森県民駅伝競走大会が９月４
日、新青森県総合運動公園内で
３年ぶりに開催されました。
　新型コロナウイルス感染症防
止対策を講じたコースや競技内
容、入場制限など通常と異なり
ましたが、気持ちをひとつにして力走しました。
　結果は次の通りです。
☆総合タイム　１時間５２分４３秒
☆総合の部　３６位　☆町の部　２０位
☆出場選手（町の部区間順位）
第１区（4.0km） 19分50秒 （区間22位） 野田康介
第２区（1.1km） ４分04秒 （区間14位） 沢頭望宏
第３区（1.1km） ４分53秒 （区間21位） 内沢凜音
第４区（5.4km） 24分03秒 （区間19位） 山市朋弥
第５区（2.7km） 11分22秒 （区間20位） 山本心人
第６区（2.7km） 13分34秒 （区間21位） 川端香里奈
第７区（3.8km） 13分27秒 （区間10位） 森崎進也
第８区（2.7km） 11分01秒 （区間５位） 森崎愛実
第９区（2.6km） 10分29秒 （区間18位） 中山侑久
　選手、サポートメンバーのみなさん、おつかれさまで
した！　町民のみなさん、応援ありがとうございました！

健康ウォーク2022
　季節ごとに町内外のルートを楽しめる「健康ウォー
ク2022」を開催しています。最終回となる11月は、
高森山総合運動公園をスタートし、自然と街並みを楽
しむコースとなっています。詳細については、全戸配
布されたチラシをご覧ください。
▽と　き　11月３日（木・祝）
▽ルート名　疏水稲生川ルート
　十和田市（高森山総合運動公園～新渡戸記念館）
　・はっするコース：約8.3㎞
　・おきがるコース：約4.0㎞
▽集合場所　中央公民館

▽集合時間　午前８時30分まで
▽受　付
　随時参加受付していますが、開催日の６日前までにお
願いします。なお、申込後にやむを得ずキャンセルされ
る場合は、お早めにご連絡くださるようお願いします。
※各回定員20名となっております。定員を超えた場

合は、参加を見合わせていただく場合がございます
ので、ご了承ください。

※新型コロナウイルス感染状況により中止となる場合
がございます。

田子ひとくるめゃ文化祭開催
　今年度の開催内容は、後日別途お知らせいたします。
▽開催日　10月29日（土）・30日（日）

●歴史講座
▽と　き　10月８日（土）午前10時～午後３時
▽ところ　田子町内（町内の文化財等）
▽内　容　楽土（らくど）を巡る①野外講座
▽参加費　無料
▽定　員　15名
▽持ち物　筆記用具・雨具等
　※当日は、中央公民館内で受付してからバスで移
　　動します。
　※昼食代は自費でご負担いただきます。

●田子神楽養成講座
▽と　き　10月６日（木）・14日（金）・21日（金）
　　　　　25日（火）午後７時～８時30分
▽ところ　中央公民館ホール・和室
▽対　象　小 ･ 中 ･ 高の児童生徒
▽持ち物　扇

●いけばな講座
▽と　き　10月28日（金）午後６時30分～８時30分
▽ところ　中央公民館研修室
▽参加費　花材代1,000円前後
▽持ち物　花鋏、水入れ用ボウル、タオル等
　※１週間前の金曜日までの申込みが必要です。

●フラワーアレンジメント教室
▽と　き　10月25日（火）午後７時～９時
▽ところ　上郷公民館研修室
▽参加費　3,000円程度
▽内　容　春まで楽しむ寄せ植え
　※１週間前の月曜日までの申込みが必要です。

※日程や内容に変更が生じることもあります。講座情報は
その都度ＴＣＶやデータ放送、チラシでお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ
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●社会、医療
▽終活！／送る人も送られる人もホ

ッと満足できる本／367ゴ
▽病気にならない食う寝る養生／

498サ
●歴史・時代小説
▽上田合戦仁義／三河雑兵心得９／

井原忠政／913イ
▽開戦／惣目付臨検任る３／上田秀

人／913ウ
▽内憂／惣目付臨検任る４／上田秀

人／913ウ
▽御留山／新・酔いどれ小藤次25

／佐伯泰英／913サ
▽あきない正傳金と銀13 ／大海篇

／髙田郁／913タ
▽初霜／橋廻り同心・平七郎控13

／藤原緋沙子／913フ
▽風よ哭け／橋廻り同心・平七郎控

14 ／藤原緋沙子／913フ
▽よって件のごとし／三島屋変調百

物語８／宮部みゆき／913ミ
●ミステリー・警察小説など
▽リオ／警視庁強行犯係樋口顕１／

今野敏／913コ
▽朱夏／警視庁強行犯係樋口顕２／

今野敏／913コ
▽疑心／隠蔽捜査３／今野敏／913コ
▽みやこさわぎ／お蔦さんの神楽坂

日記３／西條奈加／913サ
▽よろずを引くもの／お蔦さんの神

楽坂日記４／西條奈加／913サ
▽花咲小路二丁目の花乃子さん／花

咲小路３／小路幸也／913シ
▽殺人者の白い檻／長岡弘樹／913ナ
▽作家刑事毒島の嘲笑／毒島３／中

山七里／913ナ
▽どこかでベートーヴェン／岬洋介

５／中山七里／913ナ
▽もういちどベートーヴェン／岬洋

介６／中山七里／913ナ
▽切り裂きジャックの告白／刑事犬

養隼人１／中山七里／913ナ
▽紙の梟／貫井徳郎／913ヌ
▽朽ちないサクラ／柚月裕子／913ユ
▽月下のサクラ／サクラ２／柚月裕

子／913ユ
▽♯真相をお話しします／結城真一

郎／913ユ
●そのほかの小説など
▽居酒屋ぼったくり／おかわり！３

／秋川滝美／913ア
▽とんこつＱ＆Ａ／今村夏子／913イ
▽その本は／又吉直樹、ヨシタケシ

ンスケ／913マ

図書館情報

図書館おやすみカレンダー

▼色の濃い日が休館日です。

田子町立図書館（担当：川村）☎２０‐７２２１

図書館の開館時間
　水～土 午前10時～午後６時
　日曜日 午前10時～午後４時

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

10月、ふたつの特集展示
「国際交流・国際理解」と「災害・防災」

10月の図書館行事
▼10 ／５（水）午前10時から
　ブックスタート／せせらぎの郷
▼10 ／19（水）午前10時から
　セカンドブック／せせらぎの郷
▼10 ／29（土）～
　古本・古雑誌お持ち帰りコーナー
▼10 ／27（木）～11 ／９（水）
　読書週間

▽期間　10月29日（土）から
　※本がなくなり次第終了します。
▽対象　図書館の貸出券をお持ちの

中学生以上の方。貸出券がない方
は図書館カウンターでお作りくだ
さい。

▽内容　「きょうの料理」「趣味の園
芸」「やさいの時間」など図書館で
購入し１年が経過した古雑誌や、
除籍した古本などを決められた冊
数だけ差し上げます。

●古雑誌・古本お持ち帰りコーナー

▽期間
　９月24日（土）～10月９日（日）
▽担当課　役場政策推進課
▽内容　当町ではアメリカ合衆国ギ

ルロイ市、大韓民国瑞山市、イタ
リア共和国モンティチェリ・ドン

ジーナ町との姉妹都市交流があり
ます。お互いの文化や価値観が違
っていても、他国を理解し、人と
人が温かくつながることを目指し
ています。国際交流・国際理解に
関する図書の展示と貸出です。

●特集展示１「国際交流・国際理解」特集

昨
年
の
展
示
の
様
子

▽期間
　10月12日（水）～10月26日（水）
▽担当課　役場住民課

▽内容　災害シーズンに合わせ、関連
図書や資料を展示・貸出します。ま
た赤十字活動の PR も実施します。

●特集展示２「災害・防災」特集
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誕生

●佐竹凜
り ん

穏（達貴・智子）／七日市
●釜渕嘉

かおう

王（裕寛・千春）／野々上
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●尾形和昭（北側）
　藤咲ひかり（北側）

お悔やみ
●平山孝夫（59歳）矢田郎
●大平あゑ（94歳）干草場
●髙沢優美子（50歳）野月
●寳田なみ（97歳）茂市
●西村厚法（67歳）上野
●市村信美（78歳）茂市
●久慈正三（60歳）矢田郎
●大森　勳（86歳）新田
●道地勇次郎（89歳）道地
●苅場正夫（87歳）野月
●梅村 子（85歳）風張
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

令
和
４
年
８
月
31
日
現
在

世帯数／2104（－４）
人口／5041（－８）
男／2444（－４）
女／2597（－４）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
秋
の
火
災
予
防
運
動
週
間

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
10
月

17
日
か
ら
10
月
23
日
ま
で
の
１

週
間
、
県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト

◎
４
つ
の
習
慣　

①
寝
た
ば
こ
は

絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。
②

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。
③
こ
ん
ろ
を

使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離
れ
な

い
。
④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を

清
掃
し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜

く
。

◎
６
つ
の
対
策　

①
火
災
の
発
生

を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ

ん
ろ
等
は
安
全
装
置
の
付
い
た
機

器
を
使
用
す
る
。
②
火
災
の
早
期

発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10
年

を
目
安
に
交
換
す
る
。
③
火
災
の

拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を
整

理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
及
び
カ

ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
。
④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消

す
た
め
に
、
消
火
器
な
ど
を
設
置

し
、
使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を

常
に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。
⑥

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別

訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
火
対
策
を
行
う
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
キ
ノ
コ
採
り
の
遭
難
を
な
く

そ
う
〜
遭
難
防
止
の
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス

◎
山
に
入
る
と
き
、
山
に
入
っ
た

ら
…
▽
家
族
な
ど
に
行
き
先
や
帰

宅
時
間
を
知
ら
せ
る
。
▽
食
料
、

コ
ン
パ
ス
、
携
帯
電
話
な
ど
を
持

つ
。
▽
急
斜
面
や
崖
な
ど
、
危
険

な
場
所
は
避
け
る
。

◎
万
一
、
迷
っ
た
ら
…
▽
日
没
後

は
歩
き
回
ら
ず
救
助
を
待
つ
。
▽

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞
こ
え
た

ら
、
見
通
し
の
よ
い
場
所
で
タ
オ

ル
等
を
振
っ
て
合
図
す
る
。

熊
に
も
注
意

◎
熊
に
出
会
わ
な
い
た
め
に

▽
日
の
出
や
日
没
の
前
後
は
な
る

べ
く
山
に
入
ら
な
い
。
▽
熊
の
足

跡
や
食
べ
跡
な
ど
の
痕
跡
を
見
つ

け
た
ら
迅
速
に
そ
の
場
を
立
ち
去

る
。

◎
熊
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

▽
熊
が
こ
ち
ら
に
近
づ
い
て
き
た

ら
、
ゆ
っ
く
り
後
退
す
る
。
▽
走

っ
て
逃
げ
た
り
、
大
声
を
あ
げ
た

り
、
石
を
投
げ
た
り
し
な
い
。
▽

小
熊
に
は
決
し
て
近
づ
か
な
い
。

近
く
に
必
ず
親
熊
が
い
ま
す
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

1
（土）

介護職員初任者研修（第６回）
（せせらぎの郷）午前9:45～午後5:05

4
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

6
（木）

４歳児健康相談（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30

7
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

8
（土）

介護職員初任者研修（第７回）
（せせらぎの郷）午前9:45～午後5:05

11
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

12
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～正午

14
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

16
（日）

介護職員初任者研修（第８回）
（せせらぎの郷）午前9:45～午後5:05

17
（月）

物忘れ・介護予防相談（せせらぎの郷）
午後1:00～4:00
特定健診・がん検診（上郷公民館）
午前7:30～9:00

18
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30
特定健診・がん検診（上郷公民館）
午前7:30～9:00

19
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30～正午

20
（木）

「くらし」と「しごと」田子町無料相談会
（せせらぎの郷）午後1:00～4:00

21
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

23
（日）

介護職員初任者研修（第９回）
（せせらぎの郷）午前9:45～午後5:05

24
（月）

特定健診・がん検診（原交流センター）
午前7:30～9:00

25
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30
特定健診・がん検診（上郷公民館）
午前7:30～9:00

26
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～正午

27
（木）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30

28
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30

30
（日）

介護職員初任者研修（第10回）
（せせらぎの郷）午前9:45～午後5:05

10月の主な保健・介護予防事業予定表

■  車検時における自動車税種別割の納税証明書の提示省略について
　自動車税種別割の納付確認が電子化されているため、自動車税種別割の継続
検査（車検）用の納税証明書の提示を省略することができます。なお、納付情報
がシステムに反映されるまで相応の日数（おおむね２週間程度）を要するため、
自動車税種別割を納付後すぐ車検を受ける方は納税証明書が必要となります。
問三八地域県民局県税部納税管理課 ☎０１７８－２７－５１１１　内線211・327・357

役場地域包括支援課 ☎２０−７１００
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令
和
４
年
度
前
期
を
振
り
返
っ
て

　

令
和
４
年
度
も
、
感
染
症
対

策
に
よ
る
学
校
行
事
や
教
育
活

動
へ
の
影
響
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
も
、
田
子

小
学
校
は
、「
笑
顔
で

元
気
に　

自
分
か
ら
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
毎

日
の
学
習
や
生
活
に
明

る
く
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

４
月
の
入
学
式
。
向

井
校
長
先
生
が
、
25
名

の
元
気
な
１
年
生
を
迎

え
ま
し
た
。
１
年
生
を

迎
え
る
会
は
、
出
し
物

を
行
う
学
年
が
体
育
館

に
集
ま
る
形
で
行
い
ま

し
た
。
２
年
生
が
や
さ

し
く
１
年
生
を
紹
介
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

５
月
の
運
動
会
で

は
、
恒
例
の
親
子
競
技

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
も
午
前
開
催

と
し
ま
し
た
。
６
年
生
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
と
頑
張
り
が
光
り
ま
し

た
。

　
６
月
。
３
年
生
が
に
ん
に
く
の

収
穫
体
験
や
リ
コ
ー
ダ
ー
講
習
会

を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
体
験

に
ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
し
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、
６
年
生
が
縄
文
体

感
講
座
に
参
加
し
、
本
物
の
土
器

な
ど
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

７
月
に
は
、
４
年
生

が
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
社
会
科
見
学
に
出
か

け
ま
し
た
。
自
分
な
り

に
で
き
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

学
習
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
５
年

生
が
宿
泊
学
習
を
実
施

し
ま
し
た
。
２
泊
３
日

の
海
辺
の
体
験
で
イ
カ

ダ
に
も
乗
り
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て

は
、
総
務
委
員
会
に
よ

る
早
朝
奉
仕
作
業
、
文

化
厚
生
委
員
会
に
よ
る

夏
祭
り
の
巡
回
、
広
報

委
員
会
に
よ
る
「
つ
き

や
ま
」
の
発
行
な
ど
計

画
通
り
に
実
施
で
き
ま

し
た
。

　

入
学
式
で
向
井
校
長
先
生
が

話
し
た
『
あ・
い
さ
つ　

あ・
ん
ぜ
ん

あ・
り
が
と
う
』
の
三
つ
の
『
あ
』

を
大
事
に
し
な
が
ら
、
田
子
小
学

校
は
後
期
も
が
ん
ば
り
ま
す
！

（
原
稿
・
画
像
提
供　
田
子
小
学
校
）

学
校
の
話
題
　
田
子
小
学
校

　情報スクランブル

編
集
後
記

　

今
月
号
で
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
研
修

会
を
取
材
し
た
ん
で
す
が
、
実
は
取
材

後
に
私
の
田
ん
ぼ
で
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
の
都

合
上
、
記
事
に
は
書
け
な
か
っ
た
ん
で

す
が
、
田
ん
ぼ
で
ヌ
タ
う
ち
す
る
と
米

が
臭
く
て
出
荷
で
き
な
い
そ
う
で
す
。

ま
だ
、
ヌ
タ
う
ち
を
す
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
得
た
知
識
を

用
い
て
、
緩
衝
地
帯
を
作
る
よ
う
に
草

刈
り
を
し
ま
し
た
。
ヌ
タ
打
ち
は
し
て

い
か
な
い
ん
で
す
が
、
田
ん
ぼ
に
来
て

い
た
の
で
、
町
か
ら
補
助
金
を
も
ら
い

電
気
柵
を
購
入
し
、
設
置
し
ま
し
た
。

米
の
値
段
が
低
い
時
期
に
は
痛
い
出
費

で
す
。
研
修
会
で
は
、
電
気
柵
は
非
常

に
有
効
と
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ち

ゃ
ん
と
効
果
が
あ
る
よ
う
に
設
置
で
き

た
か
は
非
常
に
心
配
で
す
。
研
修
会
は
、

今
後
、
電
気
柵
の
設
置
の
仕
方
等
も
や

っ
て
い
く
そ
う
な
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

た
い
で
す
し
、
水
稲
や
イ
モ
を
栽
培
し

て
い
る
方
が
い
ら
し
た
ら
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
広
報
担
当　

ヤ
マ
ウ
チ
）

立
秋
や
母
に
は
母
の
時
間
割 

や
な
た
翠
芳（
孝
芳
）

お
ふ
く
ろ
の
諭
す
苦
楽
や
草
む
し
り 

森
き
よ
し（
清
）

稲
の
花
そ
っ
と
手
を
出
す
農
夫
か
な 

川
村
キ
ヱ

ふ
る
里
は
豊
か
な
り
け
り
稲
の
花 

山
本
一
枝
子

眠
る
こ
と
妻
に
遅
れ
て
虫
時
雨 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

豊
年
や
杖
が
手
と
な
り
足
と
な
り 

原
　
秋
月（
菊
次
郎
）

み
ろ
く
吟
社
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
俳
句
に
興

味
の
あ
る
方
は
、

田（
☎
32
‐
３
８
７
８
）ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　 田孝芳）

俳
句
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広
報
た
っ
こ
２
０
２
２
年
10
月
号
（
令
和
４
年
９
月
20
日
発
行
）
通
算
第
７
５
５
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 https://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

◎お詫び　広報たっこ９月号の裏表紙「はじめての
ハッピーバースデイ」工藤陽翔ちゃんの性別に誤り
がありましたので、訂正してお詫びいたします。
　正：男の子　　誤：女の子

　５月より、サンモール商店街
に開業されたばかりのお店。店
主の川内卓磨さん（青森市出身）
は、青森市内で設備関係の仕事
などをされていましたが、約３
年前に同市にて焼き鳥屋を開業
されました。コロナ禍が始まっ
たタイミングで、我慢の経営を
強いられる中、田子町出身の米
田良子さんと知り合われまし
た。そこから田子町の現状を知
り、田子町を盛り上げたいとの
想いから青森市のお店を畳み、
米田さんとの共同経営という形
で、開業されました。
　地域振興に関わる NPO 法人
にも携わっていたことがある川
内さんが、仕事を行う上で一番
大事にされているのは周りの人
たちを笑顔にすることだそう
で、『自分たちが楽しまないこ

とには、お客様にも楽しんでも
らえない』と熱っぽく語られま
した。
　今後について伺うと、『県内
のおいしい日本酒を、お店で飲
んで、もっと知ってほしい』

『町内の、買い物難民の方々の
ためにも、弁当などの宅配を行
っていきたい』と話されまし
た。今後を見据えて、前進を続
けるお二方に会いに、どうぞ足
を運んでみてください。

●木村隊員のおすすめ料理
「レバニラ」　時間をかけて下ご

しらえされたレバーの、柔らか
い食感に驚きます。

地域おこし協力隊が取材！
地域おこし協力隊が取材！

町内店舗の紹介町内店舗の紹介 第５弾 集い処 暖暖

▼営業時間 11：30～（弁当のみ）
 17：00～21：00
 （終了時刻は要相談）
▼定休日 日曜、祝日
▼電話番号 ３２－３５３５

みなさんはじめ
まして !　新しい
ALT のリトルド
リューと申しま
す。リトルと呼
んでください。

趣味はハイキング、料理、おいし
いものを食べることです。
出身は米国カリフォルニア州サン
フランシスコです。日本に来るの
は初めてです。
ギルロイのガーリックフェスティ
バルのようなお祭りを体験してみ
たいです。そして、田子町のこと
を地元の人たちから学びたいです。
残念ながら、私の日本語はあまり
上手ではありません。一生懸命勉
強します。
恥ずかしがらないでください！　
話しましょう！　何卒よろしくお
願いいたします。

第18代外国語指導助手
リトル　ドリュー　スティーヴン

リトルさんリトルさん
よろしくお願いしますよろしくお願いします

　８月６日、Takko Visitor Center みろく館で、
田子町観光協会主催による「能面とＪＡＺＺの夕べ」
が開催されました。
　みろく館では、毎週末様々なイベントが行われ
ています。音楽ライブのイベントは、みろく館オ
ープン以来、初めて行われる試みで、当日は、総
勢約50名の方がイベントに参加しました。
　イベントには、三沢市を拠点に活躍している

「ＪＡＺＺ　Ｂａｎｄ　Ｏｎｅ」や、バイオリンとギタ
ーのセッションで八戸市を中心に活動している

「Ｌｅ　Ｆｒｅｋ」、バイオリンと二胡という弦楽器の
異色のコンビ「縁がわの猫」が出演しました。
　出演者によるジャズの名曲「Ｆｌｙ Ｍｅ ｔｏ ｔｈｅ 
Ｍｏｏｎ」の演奏や、能面をつけ演奏した「情熱大
陸」等の曲に参加者は心を奪われていました。

能面と JAZZ の夕べ能面と JAZZ の夕べ


